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県女第一期生より、皆実高校生に至る

115 年の歴史に連なる者、

また今後、この同じ流れに連なる者、

手をつなぎ足音高く歩もう。

足音高く声を揃えて元気に歩もう。

我等は、皆実有朋会会員（36,846 人）である。

歩もう、歩もう力強く！
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建
物
は
数
十
年
単
位
で
更
新
さ
れ
て
い
く
の
に
対
し
、

木
々
は
数
百
年
も
生
き
続
け
ま
す
。

　
通
学
路
の
３
本
の
楠
は
、
旧
陸
軍
被
服
支
廠
跡
か
ら
皆

実
高
校
で
学
ん
だ
同
窓
生
全
員
の
共
通
の
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
る
数
少
な
い
風
景
で
す
。

　
こ
の
楠
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
14
年
に
は
、
旧
被
服
支

廠
内
の
神
社
（
皆
実
神
社
・
伊
勢
神
宮
）
の
社
叢
の
一
部

で
あ
り
、
当
初
は
旧
被
服
支
廠
の
従
業
員
を
見
守
り
、
昭

和
20
年
８
月
６
日
に
は
被
爆
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
通
学
路
の
木
と
し
て
皆
実
高
校
・
県
立
工
業

高
校
の
生
徒
の
心
の
中
に
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
末
長
く
生
徒
た
ち
を
見
守
り
続
け
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

  

現
在
の
通
学
路

本 殿

参 道

赤レンガ倉庫

本殿石垣

皆実高校
グラウンド

⇒皆実高校正門

忠君愛国碑

３本の楠

生
徒
を
見
守
り
続
け
る

　
　  

３
本
の
楠

撮影者／濱永映一（皆実 22期）


